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カケハシ・プロジェクト（米国） 

イノウエ・プログラム派遣（上智大学）の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的】本プログラムでは、上智大学の学生が渡米し、同世代間交流を通じて米国の社会、文化、歴

史について理解を深めるとともに、日米関係の絆を強化し、日本の魅力を積極的に対外発信しても

らうことを主目的として実施しました。なお、本プログラムは米日カウンシルとの連携により実施

しました。 

 

【参加者】上智大学の学生及び大学関係者 計 10名 

 

【訪問地】米国 カリフォルニア州ロサンゼルス 

 

２．日程 

◼ プレプログラム（オンライン事前学習）： 

2月 26日（月曜日）  【渡航前オリエンテーション】事業目的・ミッション、日程説明、渡航上

の注意、新型コロナウィルス感染症対策等 

◼ 訪米プログラム： 

3月 16日（土曜日） 成田国際空港より出国、ロサンゼルス国際空港（カリフォルニア州ロサン

ゼルス）より米国入国 

  【オリエンテーション】 

  【学校交流】ロヨラ・メリーマウント大学 

3月 17日（日曜日） 【視察】全米日系人博物館 

  【視察】ゴー・フォー・ブローク国立教育センター 

3月 18日（月曜日） 【視察】国際交流基金ロサンゼルス日本文化センター 

  【表敬訪問】在ロサンゼルス日本国総領事館 総領事 曽根 健孝 氏 

3月 19日（火曜日） 【文化体験】ファンダン・オボン（注）主催 ワークショップ（於：ロヨラ・

メリーマウント大学） 

（注）ファンダン・オボン：日本、メキシコ、アフリカ系アメリカ人のコミュ

ニティをひとつの輪にまとめ、母なる大地を祝福するために参加型の音楽

とダンスの伝統を共有するプロジェクト。 

  【視察】ジャパン・ハウス ロサンゼルス 

  【学校交流】ロヨラ・メリーマウント大学 

3月 20日（水曜日）  【学校交流】ロヨラ・メリーマウント大学 

3月 21日（木曜日） 【ワークショップ】報告会準備（プログラムの学びや気づきのまとめ、帰
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国後の活動計画（アクション・プラン）の作成） 

  【報告会】アクション・プラン発表 

  【歓送会】ロヨラ・メリーマウント大学関係者 

3月 22日（金曜日） ロサンゼルス国際空港（カリフォルニア州ロサンゼルス）より米国出国 

3月 23日（土曜日） 成田国際空港より入国 

   

３．プログラム記録写真  

  

3月 16日【学校交流】ロヨラ・メリーマウント

大学 

3月 17日【視察】全米日系人博物館 

  

3月 18日【視察】国際交流基金ロサンゼルス日

本文化センター 

3月 18日【表敬訪問】在ロサンゼルス日本国 

総領事館 総領事 曽根 健孝 氏 

  

3月 19日【学校交流】ファンダン・オボン主催 

ワークショップ 

3月 19日【学校交流】ロヨラ・メリーマウント

大学 
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3月 21日【ワークショップ】報告会準備 3月 21日【報告会】アクション・プラン発表 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 大学生 

 国際交流基金ロサンゼルス日本文化センターで海外における日本語教育や JETプログラム(アメ

リカ人を日本に派遣する事業)についての話を伺えたのがとても良かったです。テキストを無料

で配布したり日本語のグッズを販売していたり展示を行ったりするなど、アメリカで日本のこ

とを発信している組織が多くあることを知ることができました。ジャパン・ハウスの存在を知

ることができたのも有益でした。 

◆ 大学生 

 最も良かった点は、普段日本で勉強しているだけでは知り得ない事実を知れたことです。例え

ば、実際にカリフォルニア州に在住している日系の方の考えや、アメリカ人の視点からの政治、

アメリカの大学の在り方など多く学ぶことができました。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 交流校大学職員 

日本でのプログラムに続き、ロサンゼルスの本学での交流で、学生たちは短い間に交流を深め

ることができました。また参加者には、日系アメリカ人とアフリカ系アメリカ人のつながりに

ついても学ぶことができるよい機会になったと思います。本学の学生達は今後も交流を続けて

いくと思いますが、日本の学生たちもまた本学を訪問して学びをさらに深めてほしいです。 

◆ 交流校教員 

学生たちは、日本文化や礼儀作法の他、地域の特徴とゆるキャラについてなど多くを学びまし

た。さらに言えば、交流を終えてからも、学生たちは食事の前に「いただきます」と言い続けて

いました。本学の学生の一人は上智大学大学院への進学を希望しており、日本に住むことを考

えているようです。私たちは、これからも日本や日系人の歴史についての教育を続けていきま

す。 

◆ 交流校学生 

上智大学の学生との国際交流はとても楽しかったです。上智大学の学生たちと過ごした時間は、

日本の大学生の実生活を理解することができ、有意義でした。その後、私たちが学校を案内し、

ロヨラ・メリーマウント大学での生活にも浸ってもらうことができました。これからも世界中

の学生との架け橋になれるよう、より多くの人が文化的な国際交流に参加できることを願って
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います。 

◆ 受入先関係者 

上智大学からの参加者は、興味深い質問をたくさん寄せてくださり、日米関係や私たちの活動

についてより深く学ぼうとする意欲を生き生きと示してくれました。このプログラムは、将来

の日米関係や日米外交のリーダーを育成するために極めて重要な取組みで、学生がより広い世

界観を身につけることに繋がっています。参加者の多くは、私たちの組織について大変興味を

もっていて、将来一緒に仕事をしたいとまで考えている人もいました。これは大きな成果であ

り、関係者全員にとって素晴らしい経験になりました。 

 

５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

  

2024年 3月 16日（Instagram） 

カリフォルニアの初日。あたたかい歓迎に感謝

します。また会えてうれしいです。 

2024年 3月 17日（Instagram） 

2日目。日系人のコミュニティの原点から、日系

の方々の経験学ぶことができました。人と人と

の絆の大切さが身に沁みました。 
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2024年 3月 18日（Instagram） 

3 日目。ロサンゼルス日本文化センターと在ロ

サンゼルス日本国総領事館を訪問しました。い

ろいろな方法で「日本」を広めようとしている

熱意や努力を感じた日でした。受け入れてくだ

さってありがとうございます！ 

2024年 3月 19日（Instagram） 

4日目。ロサンゼルスのジャパン・ハウスを訪問

し、実施しているイベントや成果について学び

ました。交流大学ではファンダン・オボンに参

加するとともに、日本の文化（ゆるキャラ、弁

当、折り紙）について紹介しました。日本の文化

が人をつなぐ様子を見るのは嬉しいです！イベ

ントに参加した全ての方に感謝します。木曜日

に会えますように！ 

 

６．報告会での訪米成果とアクション・プラン発表 

   

【訪米中の学び】  

米国が多民族で多様な国であること、また日本

に関係する組織が日本の文化を広め、理解を促

進するために様々な活動を行っていることがわ

かりました。また多くのアメリカ人が日本に関

心を持っていることも気づきました。 

【アクション・プラン】 

【訪米中の学び】  

日系人の歴史、歴史を学ぶことの意味、また国

籍を超えて日本文化を広めようとする人がいる

こともわかりました。さらに同世代の友人との

交流からも日本を再発見することができまし

た。 

【アクション・プラン】 
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6月末までに学内のグローバル教育センターで、

学内の日本人学生と留学生を対象に、まだ知ら

れていない日本の魅力を伝えるためにアニメや

映画を一緒に視聴して議論をするイベントを行

います。 

カケハシ・プロジェクトで学んだことを共有す

るために、学内で春学期の期間に上智大学学生

を対象として日系人の歴史の展示イベントを開

催します。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


